










































































鉄道事業 需給調整規制 独占 2000年3月に撤廃（貨物については存続）。
（鉄道事業法） 運賃・料金規制 公正報酬 2000年3月に上限価格規制に移行
＊ （上限内事前届出）
乗合パス事業 需給調整規制 地域独占 2001年度中に撤廃予定
（道路運送法） 運賃・料金規制 標準原価 2001年度中に上限価格規制に移行予定
タクシー事業 需給調整規制 有り 2001年度中に撤廃予定
（道路運送法） 運賃・料金規制 標準原価 2001年度中に上限価格規制に移行予定























































































近郊電車 撫順 2系統 30km以上 （炭坑職員輸送用）
地下鉄 北尽 2系統 54.0km 
天津 1系統 7.4km 
上海 1系統 21.3km 
広州 1系統 18.5km 
香港 5系統 77.2km 
路面電車 大連 3系統 14.7km 
長春 1系統 12.0km 
鞍山＊ 1系統 12.9km 
香港 6系統 23.8km 
8系統 31. 7km （ライトレイル）
＊これ以外に職員輸送を行う専用線が存在する。






全 国 北 泉 市 -a 林 省
総数 自家用車 総数 自家用車 総数 自家用車
1985 321.12 28.49 16.01 0.32 9.44 1.03 
1990 551.36 81.62 27.07 2.79 16.27 2.63 
1995 1040.00 249.96 58.94 12.76 23.61 4.34 
1996 1100.08 289.67 62.18 17.36 26.80 5.21 
1997 1219.09 358.36 78.43 29.76 33.14 2.78 
1998 1319.30 423.65 89.85 40.75 33.71 11.71 
単位：万台
「中国統計年鑑」より
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表4 市内交通機関の概略（1998)
系統数＊｜路線長＃｜車両数＆｜ 事業主体
3 9 I 185km I約900両｜長春公交総公司
4 5 I - I 1183両｜民間事業者。大部分は個人経営
1 I 36km I約160両｜長春公交総公司
1 I 12km I 40両｜長春公交総公司
＊長春市ホー ムペー ジより。
＆吉林統計年鑑より








1985 186.49 580 669 48201 20 94444 454 
1986 190.90 611 681 32572 429 111242 439 
1987 200.21 680 650 29351 784 118871 367 
1988 201.68 729 676 143784 332 
1989 206.91 709 689 35251 1175 159830 483 
1990 211.00 725 675 33454 1250 162738 554 
1991 213.22 742 666 44547 1452 157714 583 
1992 215.60 797# 684# 28836# 53# 187978 589# 
1993 218.77 883 1031 218700 
1994 223.71 952 1094 49213 10866 233100 483 
1995 269.96 1847 58582 11400 236100 1125 
1996 274.17 1907 37339 11580 268000 2141 
1997 278.81 1007 2249 34066 12967 331400 

















































































系統数 路線長／km車両数／両 輸送人員／万人 運営主体
地下鉄 2 41.6 383 55802 北京市地下鉄道総公司
公営パス 276 4203.0 4277 311775 北京市公共交通総公司
トロリー パス 14 169.0 525 
ミニパス 30 433.0 350 1239 個人経営が大部分
タクシー 一 56686 59600 個人経営，会社組織
「北京統計年鑑 1 9 9 6」より
表8 北京市（市区）の交通状況




1985 586.03 2212 4812 334270 12088 160114 3627 
1986 596.80 2271 4766 327377 12451 184503 7027 
1987 670.16 2325 4776 330417 10231 193171 8135 
1988 679.37 2309 4308 一 221625 1798 
1989 692.05 2375 4587 275383 12915 247503 7336 
1990 699.51 2434 5160 334674 12126 270655 7519 
1991 705.02 2620 5182 344526 14354 296985 8257 
1992 709.18 341015 
1993 715.09 2754 5213 335377# 46022# 416000 
1994 724.07 2853 5319 353289 56124 481300 7483 
1995 733.72 2869# 5367 371580 56686 589400 8583 
1996 737.40 6828 349847 64471 621800 2118 
























































































































ix 中国の地方自治制度は我が固と異なり 事実上 4段階となっている。すなわち第 1級の
省級，第2級の地区級，第3級の県級，第4級の郷級である。長春市は第2級の地区級市で
あり，この下に第3級以下の県級市（3市）と県（ 1県）が所属している。このため長春市
の定義としては，県級市以下を含める場合（通称地区）と，長春市内の「区」のみを指す場
合がある（通称市区）。市区が日本で言う市街地にほぼ相当する。
x ミニパスの免許は 1年更新であるため，免許を更新しないという形式を取る。この政策に
より，既に62系統（長春駅ー紅旗街）のミニパスが廃止されている。
xi 公営パスへの請負制導入は，かなり大規模に行われている。この結果，現在も直営で運行
されている系統は， 62番の一部と 5番のみである。
xi ミニパスと公営パスの運賃に差があったころは 運賃の高いミニパスを見送り，公営パス
が来るまで待つ市民の姿も見られた。
xiiヒアリング結果である。なお，ミニパス導入当初の年間純利益は 10万元と言われている。
xivただし，このことは長春市の道路インフラが他都市と比べ不十分であるとは意味しない。
むしろ旧満州国時代に，当時としてはトップクラスの都市計画に基づく道路整備を行ったた
め，中国の他都市と比較すると道路インフラは，かなり恵まれていると言える。
xv LRTとは，欧米で近年採用されている高性能の近代化された路面電車を指す場合が一般
的である。ただし，長春市が計画しているものは小型地下鉄であり，現地ではこれを LRT
と称している。
xvi北京市は直轄市であり，その行政地域には市内 12区のほか，周辺6県が含まれる。ここ
では市街地に相当する市内 12区の範囲を「市区Jと表記し，周辺6県を含む範囲を「地区J
と表記する。
xvii需給調整規制的側面もあると思われるが，どのような理論的根拠から実施するかについ
ては，十分確認できなかった。
xviii 中国で地下鉄， LRT建設を計画している都市は，論文記載の北京市，長春市以外にも，
南京市，ハルピン市，審陽市，上海市など多数存在する。
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